
    「プラス一歩」 
 ～ １人の１０歩より、１０人の１歩 ～ 

平成２８年 

最終号 

校   長  

糸島市立福吉中学校だより 

はい 

はい 

 学校の教育活動には、教科指導をはじめ、道徳教育、体育祭、文化祭等の学

校行事、生徒会活動等の様々なものがあります。その中で子どもたち一人ひと

りが、自分の夢や目標を持ち、「進路実現」に向けて成長していきます。中学

校の卒業は、十五年間にわたる教育の成果を測る一つの節目ともいえます。 

 3月15日(火)に、公立高校の合格発表がありました。残念な結果に終わった生

徒もいますが、全員、最後の最後まで良く頑張ったと思います。29名の進路が

ほぼ固まり、新たな道を進み始めました。進路選択には、学費の準備、つまり

経済的な問題も関わりますので、計画的に対応しなければなりません。奨学金

制度等をよく理解し、必要に応じて学校に相談することも大切です。後に続く

１・2年生たちにも、将来の展望が早めに持てるよう、進路について、お子さん

とじっくり話し合ってみてください。 

   

 本日をもって、この一年間の教育活動が修了しました。様々な問題もあり、保

護者の皆様には、たくさんのご心配をおかけしたと思います。心が揺れ動く思春

期の子育ては、本当にご苦労が多かったでしょう。しかし、そのご苦労のおかげ

で、学校では素直に伸び伸びと学校生活を送ってくれました。心から感謝申し上

げます。  

 また、教育は、学校・家庭・地域の信頼関係の上で成り立つものだ

という考え方を本校は最も大切にしてきました。その思いから、学校

だより「プラス一歩」を発刊してきましたが、伝える情報が不足して

いたりと、反省することばかりです。 一年間、本校の教育活動にご

支援・ご協力をいただきましたことを心よりお礼申し上げます。 

 一年間、ありがとうございました。      

 中学校の卒業は、十五年間にわたる教育の成果を

測る節目の日です。子どもたちは、とびっきりの笑顔

で胸を張って卒業していきました。 

高校名 合格者数 

糸島高校 4名(2名）    

糸島農業高校 1名(4名） 

筑前高校 2名(2名） 

玄洋高校 1名 

 卒業生答辞） 卒業生の歌声 

公立高校入試の結果 

高校名 合格者数 

福岡西陵高校 1名 

修猷館高校 1名 

福岡女子高校  (2名） 

福岡工業高校  (1名） 

 

   

   壁が立ちはだかったら、 

      ほとんどの人は怖じ気づくけんど 

   全部壊す必要は無いがやき 

      おまんが通れる穴さえ開けたら 

   向こう側へ行けるぜよ、一点突破じゃ。  

  
 壁を前にしても、恐れることはありません。壁を全部壊す必要は無いので

す。どんな形でも良いので、壁の向こうへ行く方法を考えましょう。必ず道はあ

ります・・・という考え方です。 

 

 坂本龍馬の既成概念にとらわれず、自由な発想とエネルギッシュな行動力

で、様々なものにチャレンジしていく、ポジティブ(前向き）に生きる言葉のひと

つです。 

 子どもたちには、これから、たくさんの喜びとともに、乗り越えなければならな

い壁が待っています。目の前に壁が立ちはだかると、それ以外の何も見えなく

なってしまいますが、そんな時こそ、現実をしっかり見つめ、前向きに自信を持っ

て、自分の進むべき道を選択し、行動してほしいものです。 
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（ ）内は、推薦合格者数です。 

 

『卒業生に贈る言葉』 
 

３年生の修了式で、 

 次の言葉を贈りました。 

『一点突破（いってんとっぱ）』 

～ 第６９回 卒業生の 旅立ち ～      

子どもの未来保障こそ、学校存在の大原則である 

緊張気味の卒業生(29名） 
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